栄養科学シリーズNEXT『地域公衆栄養学実習』
	目標
	設定理由

	
	策定時の課題
	科学的根拠

	（ⅰ）適正体重を維持して
いる者の増加
（肥満（BMI≧25），やせ（BMI＜18.5）の減少）

	（記入例）
・適正体重者（18.5≦BMI＜25）の割合は，15歳以上
 66.7％で，男性は減少傾向，女性は横ばいにある
・肥満は，20～60歳代の男性で31.2％と多く，過去
10年間で有意に増加している
・女性の肥満は40～60歳代で22.2％である
・やせは，20歳代女性で29.0％と多い
（平成22年国民健康・栄養調査）
	（記入例）
・肥満はがん，循環器疾患，糖尿病などの生活習慣病との関連がある
・若年女性の やせは骨量減少、低出生体重児出産のリスク等との関連がある


	（ⅱ）適切な量と質の食事
をとる者の増加

ア．主食・主菜・副菜がそ
ろった食事の増加

	
	

	イ．食塩摂取量の減少
	
	

	ウ．野菜・果物摂取量の増加

	
	

	（ⅲ）共食の増加
（食事を１人で食べる子どもの割合の減少）
	
	

	（ⅳ）食品中の食塩や脂肪
の低減に取り組む食品企業および飲食店の登録数の増加
	
	

	（ⅴ）利用者に応じた食事
の計画，調理および栄養の評価，改善を実施している特定給食施設の割合の増加
	
	


【ワークシート0-2】健康日本21（第二次）の栄養・食生活分野における目標の設定理由
BMI：body mass index, 体格指数.　体重（kg）/身長（ｍ）²
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